
きらきら六中健康指針 
・早寝・早起き・朝ごはん 

・進んで運動に取り組もう 

・思いやりの心をもとう 

きらきら六中健康指針 

・・・「早寝・早起き・朝ごはん」・・・  
寒い朝、温かい布団からなかなかでられなくて、朝ごはん

を食べる時間がなくなってしまった・・・という人はいませ

んか？ 

「みそ汁一杯三里の力」ということわざがあります。「朝

ごはんの一杯のみそ汁は三里（１２キロ）を歩く力となる。

栄養豊富なみそ汁は健康を育むパワーのもとになる。」とい

う意味です。温かい具だくさんのみそ汁やスープを食べて、

体を暖めてから登校すると元気に一日をスタートできます

ね。 

「誰でもつくれる朝ごはん 

メニュー集」（埼玉県教育委員会） 

より「おにぎりde スープ」を 

ご紹介します。ぜひお試しください。 

 

 

 

節分は立春の前日で、冬から春へと季節の変わる節目の行事です。「鬼は外！」の

かけ声とともに、豆をまくのは、豆にある「霊力」を信じて災いをはらう意味があ

ります。また、ひいらぎの枝にいわしの頭を刺して戸口に飾り、邪気をはらう習慣

もあります。給食では３日(金)が節分献立です。いわしのすり身を使って、サーデ

ィンナゲットを作ります。ご家庭でもいわし料理を味わい、鬼を追いはらって、福

を呼びましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎月１９日

は食育の日 

今月の食材について 

今月も、埼玉県産の米、米粉、みそ（県産大豆と米から作って

います）、しょうゆ(県産大豆と麦から作っています)を使います。 

野菜は、尾崎農園さんのにんじん、ながねぎ、はくさい、ブロ

ッコリー、さといもを使う予定です。 

新座市では、おいしく安全な給食を提

供するため、できる限り国内で作られた

食材を使用するようにしています。 

児童生徒が地元の農産業や食につい

て興味や関心をもつように地元でとれ

た農産物を使用しております。 

 

野菜ソムリエのヘルシー野菜術 

先月１２日（木）に食育講演会（新座市保健センター

主催）が開かれました。タイトルは「野菜ソムリエのヘ

ルシー野菜術」、講師は上原弘之氏（野菜ソムリエ・ベジ

フルコミュニティ埼玉所属）より、珍しい野菜の実物紹

介、新座市の野菜について、おいしい食べ方の紹介、に

んじんポタージュの試食もあり、盛りだくさんの話をう

かがいました。そのなかで、「農業を身近に感じ、野菜に

興味を持って食べてほしい」という言葉が印象に残りま

した。 

 成長期のみなさんは、一日に緑黄色野菜１００ｇ、そ

の他の野菜（淡色野菜）２５０ｇ食べるめやすがありま

す。野菜に興味を持ち、新座産のおいしい野菜を食べて、

野菜パワーを見直してみませんか？ 


